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1. まえがき 
国内において交通事故の発生件数が最も多い場所は

交差点であり、道路形状別統計によれば全体の約半数

を占めている(1)。交差点付近で危険運転を行う車両を

特定できれば、交通事故の防止や被害の軽減が期待さ

れるが、監視カメラの目視による方法では膨大なコス

トが発生する。一方で、高精細カメラと高い機動性を

備えるドローンを用いれば車両追跡は容易と思われる

ものの、航空法により道路上空の飛行は制限されてい

る。これまで著者らは、安全な空域から道路を俯瞰し

て撮影した動画像に対し、画面上に設定した検出領域

を車両が通過するかをフラクタル特徴量の変化から推

定する手法を報告している(2)-(4)。しかし、従来の手法

では検出領域の位置や大きさの設定を目視で行ってい

た。そこで本研究では、検出領域を意図的に拡大した

場合におけるフラクタル画像特徴の相関係数を解析し、

最適な検出領域の大きさを推定できるか検討する。 
 

2.   解析方法 

本手法では、車両が映っていないフレーム(便宜上

ナンバー0 とする)の画像と、以降のフレーム(ナンバ

ーݍ ൌ 1,2,3,…)における画像の領域ごとの画像特徴

距離 ݀௤を求めるが(5)-(7)、比較する画像が同一なら

݀௤ ൌ 0、異なる場合は݀௤ ് 0となり、画像の違いが

大きいほど݀௤が大きくなる性質を利用して、領域内

に車両が映っているか判断する。解像度の等しい 2

つの画像のフラクタルシーケンスをそれぞれ ܵ ൌ

ሼݏ଴, ,ଵݏ … , ,ெିଵሽݏ ܶ ൌ ሼݐ଴, ,ଵݐ … , ெିଵሽとすると、2 つݐ

の画像の類似性は、次式の画像特徴徴距離݀௤で表わ

せる。 

݀௤ ൌ ඩሺ̅ݏ െ ሻଶ̅ݐ ൅ ෍ሼሺݏ௞ െ ሻݏ̅ െ ሺݐ௞ െ ሻሽଶ̅ݐ
ெିଵ

௞ୀ଴

	 	 	 	 	 ሺ1ሻ	
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Fig.1 検出領域の伸長 
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ただし、̅ݏ	 , 	̅ݐ  はそれぞれフラクタルシーケンスܵ, ܶ

の平均値を表す。ここでは、Fig.1 に示すように、手

前側の車線を基準として幅Δの検出領域 A を設置す

る。検出領域 A は、車両の通過に伴うフラクタル画

像特徴量の変化を観測するための基準領域である。

次に、対向車線を含めた全体の幅を 2Δとし、検出領

域の幅を 1.5Δおよび 2Δとした場合について、基準

となる幅Δの場合の画像特徴距離との相関係数を算

出し、比較解析を行う。 

 

2. 結果 
撮影には小型ドローン（DJI Mavic Mini）を使用し

た。Fig.2に画像特徴距離を示す。同図(a)〜(c)は、検

出領域Aの幅をΔ、1.5Δ、2Δと変化させた場合の画像

特徴距離の結果である。ここで、手前側の車線では2
台、奥側の車線では3台の車両が通過していることを確

認している。同図(a)では、各車両の通過に対応して特

徴距離	 ݀௤が明瞭に2つのピークを示しており、検出領

域内での車両通過を良好に反映している。同図(b)は、

対向車がわずかに検出領域内に含まれた場合の結果で

あり、ピーク形状はおおむね保持されているものの、

対向車線を通過する車両に対応するピークが相対的に

大きくなっている。さらに、同図(c)のように検出領域

の幅を2Δまで拡大すると、反対車線の車両の影響が顕

著となり、全体の波形に大きな変動が生じていること

が分かる。これらの結果から、検出領域を広げすぎる

と他車線の車両や背景の変化が特徴量に混入し、相関

係数が低下する傾向が確認された。Table1に示すよう

に、Δと相関係数ݎとの関係からも、検出領域の幅が反

対車線にはみ出す程度になるとݎが減少することがわ

かる。したがって、検出領域は車線ごとの車両通過を

正確に捉えられる範囲に設定することが望ましい。 

 

3. まとめ 
本研究では、交差点内に設置した検出領域を意図的

に拡大し、フラクタル画像特徴量との相関特性につい

て検討を行った。その結果、検出領域を過度に拡大す

ると、反対車線を通過する車両の影響により相関係数

が減少することが明らかとなった。これは、検出領域

に他車線の車両が含まれることで、画像特徴量が混在

するためと考えられる。今後さらに詳細な検討が必要

であると考えられる。 
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Fig.2 画像特徴距離の比較 

(a) 幅Δにおける画像特徴距離 

(b) 幅 1.5Δにおける画像特徴距離 

(c) 幅 2Δにおける画像特徴距離 

Table 1 幅と相関係数の関係 
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